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生物学の研究を進め、公的な研究プロジェクトヘの参加や食品メー

カーの研究職として勤務するなどの経験を持つ塚原CEO。 バイオ切F究
一筋に歩んでおり、沖縄に移住してからは発酵、微生物、地域特産品の研

究に携わることで多 くの成果を収め、2011年3月の独立後もその業務を

引き継いでいる。通常、アカデミックな研究は自分の知識や技術が現場

でどのように用いられているのか知る機会がほとんどない。だがCEO

は実際に商品開発やコンサルティングに携わることでその成果を見届

け、次なる研究への原動力にしている。「今後も先端バイオ技術を沖組か

ら全国、そして世界へ発信していきたいJとCEOは 強い意欲を見せた。

Leaderis ef=

(対談記事は102～ 103頁に掲載)


